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 資料３－１  
令和７年５月２７日 
関東バス㈱・新宿区 

 
ＡＩオンデマンド交通「にゃんデマンド」令和６年度実証運行の実績等について 

 
 ＡＩオンデマンド交通「にゃんデマンド」実証運行について、令和７年３月７日に終了したことから、
下記のとおり実績等を情報共有します。 
 

記 
 
 １ 令和６年度実証運行の主な実績（詳細は資料３－２参照） 
  ⑴ 運行実績 

 令和６年１１月２１日（木）～令和７年３月７日（金）の平日６９日間運行 
⑵ 利用実績 
ア 利用登録者数 イ のべ利用者数 ウ 平均利用者数 

３７３人 ２６２人 ３．８人/日 
 

エ 多利用乗降場所 
№１ ３７回 
33ミニコープ落合店 

 

№２ ３５回 
36上落合２丁目バス停（外回り） 

№３ ３０回 
⑦聖母病院バス停 

  ⑶ 周知実績（資料３－２ Ｐ１３） 
     実証運行について、イベント、説明会等、パンレット・ポスター及び広報・ＷＥＢ・ＳＮＳで

の周知を実施しました。 
 
 ２ アンケート調査の結果（詳細は資料３－３参照） 

 ⑴ 実証運行前アンケート ⑵ 実証運行中アンケート ⑶ 利用者アンケート 
（関東バス㈱実施） 

調査時期 令和 6 年 11 月 10 日(日)～25 日(月) 令和 7 年 2 月 14 日(金)～28 日(金) 令和 7 年 1 月 16 日(木)～2 月 28 日(金) 
対象地域 運行区域 ＋ 西落合三・四丁目（運行区域外北西の三角地） － 
対象者 ７７，４６５人から無作為抽出（令和 7年 3月 1 日現在） 利用者（運行車両内に配架） 
配布数 ２，０００人 ２，０００人 ２００枚 
回答者数 ５６１人 

（回収率２８％） 
４８９人 

（回収率２４％） 
１３人 

主な質問 ・ にゃんデマンドに期待するこ
とは何ですか？ 

・ にゃんデマンドを利用したい
ですか？ 

・ にゃんデマンドの運行によっ
て、日常的に利用している路線
バス、タクシーの利用が変わり
ますか 

・ 運賃はいくらが適切と思いま
すか？ 

・ にゃんデマンドを知っていま
したか？ 

・ にゃんデマンドを利用しまし
たか？ 

・ 運行内容の改善事項を教えて
ください。 

・ 運行により期待される効果を
教えてください。 

・ 利用したいですか？ 

・ にゃんデマンドを何で知りま
したか？ 

・ 運行開始前の移動手段を教え
てください。 

・ 運行内容の改善事項を教えて
ください。 

・ 運行により期待される効果を
教えてください。 
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 ３ 令和６年度実証運行の主な課題（詳細は資料３－３参照） 
    令和６年度実証運行の主な課題は、実績、アンケート調査の結果を踏まえて以下の事項と捉えて

います。 
なお、令和７年度実証運行の実施は、区と関東バス㈱で引続き協議のうえ決定するものですが、
実施する際は、課題の解消に向け、両者が連携して運行計画の改良に取り組み、適切な時期に分科
会、協議運賃分科会、交通会議を開催して合意形成を図りたいと考えています。 

 
  ⑴ 認知に関する課題（資料３－３ Ｐ１０） 
     １⑶周知実績のとおり、様々な周知を行ったところですが、運行中アンケート回答者の約７割

が、実証運行していることを認知していない状況でした。 
令和７年度実証運行を実施する際は、地域住民がパンフレットやポスターを見かけて認知する

ような受動的な周知方法のほか、より直接的で各々に届く周知方法等を加えて、認知度を向上さ
せることが課題です。 

  ⑵ 運行計画に関する課題（資料３－３ Ｐ１１～） 
運行計画については、アンケート調査の結果から一定程度は満足されていますが、以下のとお

り、各項目の改良を期待する意見とその課題があります。 
   ア 運賃の値下げ 
      利用者アンケート回答者の約６割、運行中アンケート回答者の約７割が、運賃の値下げを期

待しています。 
運賃の値下げは、運賃収入が減少しないよう利用者の増加が重要であるほか、他の公共交通
との競合や影響を考慮して検討する必要があります。 

   イ 運行日の拡大 
      利用者アンケート回答者の約７割、運行中アンケート回答者の約６割が、運行日の拡大を期

待しています。 
運行日の拡大は、利用需要の見極め、運転手の確保、運行経費の増大抑制等を考慮して検討
する必要があります。 

   ウ 運行時間の拡大 
利用者アンケート回答者の約８割、運行中アンケート回答者の約５割が、運行時間の拡大を
期待しています。 
運行時間の拡大は、利用需要の見極め、運転手の確保、運行経費の増大抑制のほか、他の公
共交通との競合や影響等を考慮して検討・協議する必要があります。 

   エ 運行区域の拡大 
利用者アンケート回答者の約６割、運行中アンケート回答者の約３割が、運行区域の拡大を
期待しています。 
運行区域の拡大は、他の公共交通との競合や影響を考慮して検討・協議する必要があるほか、
隣接区に拡大する場合、隣接区の地域公共交通会議等において当該隣接区の交通事業者との合
意形成が必要です。 

   オ 乗降場所の追加 
利用者アンケート回答者の約７割、運行中アンケート回答者の約５割が、乗降場所の追加を
期待しています。 
乗降場所の追加は、にゃんデマンド車両が道路上に停車して乗降している際、他の車両がそ
の側方を通行できる幅を確保できるか否かによるほか、他の公共交通との競合や影響等を考慮
して検討・協議する必要があります。 

  ⑶ 収入に関する課題 
運賃収入は、利用者が少なかったことから厳しい結果でしたが、地域公共交通会議分科会で損

益を試算し議論した時から、運賃収入だけで収益を確保することは相当に困難だろうと想定して
いました。その上で本格運行に移行するには、運賃以外の収入を確保できるかどうかが重要であ
るため、令和７年度実証運行を実施する際に、運賃以外に収入を得る方法を検討しチャレンジし
たいと考えます。 


